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1. まえがき 
国際電気通信連合無線通信部門（ITU-R）の第 6 研究委員会（SG 6：放送業務）は、

以下のとおり開催された。 
 
開催日  ： 2016 年 2 月 5 日（金）（1 日間) 
開催場所 ： ITU 本部（スイス・ジュネーブ） 
議 長  ： 西田幸博（日本） 
副議長  ： Abdullah AL ARAIMI（オマーン）、Roger BUNCH（オーストラリア）、 

Christoph DOSCH（ドイツ）、Andrey LASHKEVICH（ロシア）、Amir 
Hassan NAFEZ（イラン）、Walid SAMI（EBU）、Paolo ZACCARIAN
（イタリア） 
欠席：  Majeed ABDULRAHMAN（レバノン）、Ana Eliza FARIA E. 
SILVA（ブラジル）、Rajiv KAPOOR（インド）、Angaman KESSE（コー

トジボアール）、Andrew KISAKA（タンザニア）、Qingjun ZENG（中

国） 
参加者  ： 23 か国、8 つの認められた企業や地域機関、ITU 事務局等から合わせ

て 74 名（最終参加者リスト）が参加。 
主な国または機関からの参加者数は、ブラジル 1 名、中国 8 名、フラ

ンス 3 名、ドイツ 4 名、イタリア 2 名、韓国 2 名、ロシア連邦 5 名、

イギリス 2 名、アメリカ合衆国 4 名、BBC 2 名、CBS 2 名、EBU 4 名
である。日本からは表 1 に示す 9 名が参加した。 

2. 議事概要 

今会合は今研究会期の第 1 回会合であり、3 つの WP 会合に続いて開催された。新勧告

案 3 件および勧告改訂案 2 件の仮採択（内、新勧告案 2 件および勧告改訂案 1 件に PSAA
を適用 1）、勧告廃止提案 1 件の合意 2、研究課題改訂案 2 件の採択 3、エディトリアル勧

告改訂案 6 件、新レポート案 2 件およびレポート改訂案 7 件の承認 4がなされた。以下

に、これらを列挙する。 
 

[1] 仮採択された新勧告案(3 件)、勧告改訂案(2 件)：5 件 

 Doc.6/12 Draft new Recommendation ITU-R BS.[ADM-DEFs] - Common definitions for the 
Audio Definition Model 

新勧告案「音響定義モデルのための共通定義」 

 Doc.6/33 Draft new Recommendation ITU-R BT.[EVP] - Subjective assessment of video 
quality using Expert Viewing Protocol (EVP) 
新勧告案「専門家による映像品質の主観評価法」 

                                                 
1  会合後に、新勧告案または勧告改訂案に対して SG での採択と構成国による承認を同時に実施する手続き
を PSAA、別々に実施する手続きを Normal Procedure と呼んでいる。詳細は決議 ITU-R 1-7 の§ A.2.6.2 を
参照。RA-12 において承認手続きは原則として PSAA によることが決定された。 

2  SG 会合での合意後、構成国による承認手続きが行われる。 
3  SG 会合での採択後、構成国による承認手続き、または RA により承認される。 
4  勧告のエディトリアル改訂、レポートとハンドブックは SG 会合で承認される。 
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 Doc.6/39 Draft new Recommendation ITU-R BT.[HDR-TV] - Image parameter values for high 
dynamic range television for use in production and international programme exchange 

新勧告案「制作および国際的な番組交換のために使用する高ダイナミックレンジテレビ

の映像パラメータ値」 

 Doc.6/20 Draft revision of Recommendation ITU-R BT.2036 - Characteristics of a reference 
receiving system for frequency planning of digital terrestrial television systems 

勧告 BT.2036 改訂案「地上デジタル放送の周波数プランニング用標準受信システムの特

性」 

 Doc.6/24 Rev.1 Draft revision of Recommendation ITU-R BT.1206-2 - Spectrum limit masks 
for digital terrestrial television broadcasting 

勧告 BT.1206-2 改訂案「地上デジタル放送のスペクトラム制限マスク」 

[2] 合意された勧告廃止提案：1 件 

 Doc.6/29 Proposed suppression of Recommendation ITU-R BR.1384-2 - Parameters for 
international exchange of multi-channel sound recordings with or without accompanying 
picture 

勧告 BR.1384-2 廃止提案「映像付き・なしのマルチチャンネル音声記録形式の国際番組

交換におけるパラメータ」 

[3] 採択された研究課題改訂案：2 件 

 Doc.6/18 Draft revision of Question ITU-R 56-1/6 - Characteristics of terrestrial digital sound 
broadcasting systems for reception by vehicular, portable and fixed receivers 

研究課題 56-1/6 改訂案「車載、携帯又は固定受信向けの地上デジタル音声放送システム

の特性」 

 Doc.6/35 Draft revision to Question ITU-R 142/6 - High dynamic range television systems for 
broadcasting 

研究課題 142/6 改訂案「放送のための高ダイナミックレンジテレビシステム」 

[4] 承認されたエディトリアル勧告改訂案：6 件 

 Doc.6/11 Draft editorial revision of Recommendation ITU-R BS.2088-0 - Long-form file 
format for the international exchange of audio programme materials with metadata 

勧告 BS.2088-0 エディトリアル改訂案「メタデータ付き音声番組の国際番組交換のため

の長形式音声ファイル形式」 

 Doc.6/15 Draft editorial revision of Recommendation ITU-R BT.2075-0 - Integrated 
broadcast-broadband system 

勧告 BT.2075-0 エディトリアル改訂案「放送通信連携システム」 

 Doc.6/30 Draft editorial revision of Recommendation ITU-R BS.1770-4 - Algorithms to 
measure audio programme loudness and true-peak audio level 

勧告 BS.1770-4 エディトリアル改訂案「番組音声のラウドネス値と真ピークレベルの測

定アルゴリズム」 
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 Doc.6/31 Draft editorial revision of Recommendation ITU-R BS.1864-0 - Operational 
practices for loudness in the international exchange of digital television programmes 

勧告 BS.1864-0 エディトリアル改訂案「デジタルテレビ番組の国際交換におけるラウド

ネスの運用規定」 

 Doc.6/32 Rev.1 Draft revision of Recommendation ITU-R BS.1738-1 - Identification and 
ordering of 4 and 8 track audio channels carried on international contribution circuits 

勧告 BS.1738-1 改訂案「国際素材伝送回線における 4 および 8 トラックの音声チャンネ

ルの割付」 

 Doc.6/34 Draft editorial revision of Recommendation ITU-R BS.2051 - Advanced sound 
system for programme production 

勧告 BT.2051 エディトリアル改訂案「番組制作のための先進的音響システム」 

[5] 承認された新レポート案(2 件)、レポート改訂案(7 件)：9 件 

 Doc.6/23 Draft new Report ITU-R BT.[DTTBMEASUREMENT] - Guidelines on 
measurements for digital terrestrial television broadcasting systems 

新レポート案「地上デジタル放送の測定に関するガイドライン」 

 Doc.6/40 Draft new Report ITU-R BT.[RPTHDR-TV] - High dynamic range television for 
production and international programme exchange 

新レポート案「制作および国際的な番組交換のための高ダイナミックレンジテレビ」 

 Doc. 6/10 Draft revision of the Report ITU-R BT.2049-6 - Broadcasting of multimedia and 
data applications for mobile reception 

レポート BT.2049-6 改訂案「移動受信のためのマルチメディア放送」 

 Doc. 6/13 Draft revision of Report ITU-R BS.2388 - Usage guidelines for the Audio Definition 
Model and Multichannel Audio Files 

レポート BS.2388 改訂案「音響定義モデルとマルチチャンネル音声ファイルの使用ガイ

ドライン」 

 Doc. 6/17 Draft revision to Report ITU-R BT.2343-0 - Collection of field trials of UHDTV 
over DTT networks 

レポート BT.234-0 改訂案「DTT ネットワークにおける UHDTV の野外実験の収集」 

 Doc. 6/21 Draft revision of Report ITU-R BT.2215-5 - Measurements of protection ratios and 
overload thresholds for broadcast TV receivers 

レポート BT.2215-5 改訂案「テレビ受信機の混信保護比と過入力閾値レベルの測定」 

 Doc. 6/22 Draft revision of Report ITU-R BT.2252 - Objective quality coverage assessment of 
digital terrestrial television broadcasting signals of Systems A, B and D 

レポート BT.2252 改訂案「システム A、B および D の地上デジタル放送信号に関する客

観的なカバレッジ品質評価」 

 Doc. 6/25 Draft revision of Report ITU-R BS.2213 - Impact of audio signal processing and 
compression techniques on terrestrial FM sound broadcasting emissions at VHF 
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レポート BS.2213 改訂案「VHF の FM 音声放送における信号処理と圧縮技術の影響」 

 Doc. 6/26 Rev.1 Draft revision of Report ITU-R BT.2344 - Information on technical 
parameters, operational characteristics and deployment scenarios of SAB/SAP as utilized in 
broadcasting 

レポート BT.2344 改訂案「放送で利用される SAB/SAP の技術的なパラメータ、運用上

の特性および展開シナリオ」 
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3. SG6 会合報告 

3.1 開会あいさつ 

開会にあたり、SG6 議長の西田氏が全出席者に対して歓迎の言葉を述べた。 

続いて、無線通信局長の Rancy 氏が新年の挨拶を述べた。Rancy 氏は、昨年 10 月の

RA-15 で選任された SG6 の新たな議長と副議長の就任と、今会合で各 WP の暫定議長を

務めた Nafez 氏(イラン)、Dare 氏(SONY）、Quested 氏(イギリス)の功績を祝した。加え

て、前 SG6 議長の Dosch 氏(ドイツ)の過去 8 年間の功績を称え、代表的な成果として、

UHDTV およびラウドネス測定に関する勧告の完成を挙げた。また、前研究会期で各 WP
の議長を務め、それらの活動を支えた Olson 氏(アメリカ）、西田氏(日本)、Wood 氏(EBU)
の功績を称えた。 

Rancy 氏は、昨年 11 月に開催された WRC-15 について、多くの議題が放送に関係する

ものであったが、放送業務の将来が保証された上で、移動業務の世界的調和が一部周波数

帯で実現されるという理想的な結果が得られたと述べた。一方、急速な技術革新によるテ

レビの視聴習慣の変化により、今後放送業界が取り組むべき課題は大きいと述べた。臨場

感が追及される将来のテレビ放送においては、多次元音響システムが非常に大きな役割を

果たすと考えており、UHDTV の標準化と同様に SG6 が今後取り組んでいくべきであると

述べた。また、SG6 が HDR-TV の勧告化や地上デジタル放送への移行など多くの課題に

取り組んできたことは言うまでもなく、その成果として世界のおよそ半分の国が地上デジ

タル放送への移行を完了することができたと述べた。今後も ITU を始めとする全世界が

SG6 の研究成果を待ち望んでおり、無線通信局のスタッフは引き続き SG6 の活動をサ

ポートしていくと述べた。 

次に、前 SG6 議長の Dosch 氏が西田氏の議長就任を祝した。そして Rancy 局長が言及

した前研究会期の SG6 の大きな成果の UHDTV とラウドネス測定はいずれも WP6C で作

成されたことを伝え、それ故にコンテンツ制作から放送配信までを 1 つの SG として ITU-
R に存続させるべきであると述べた。 

SG6 議長は Rancy 氏、Dosch 氏からのコメントにお礼を述べた後、参加者に対してこれ

からの放送業務の将来ビジョンを強く抱くよう求めた。 

続けて、SG6 名誉議長である Krivosheev 氏(ロシア)は、新研究会期の開始にあたり今後

4 年間に行うべき仕事を議論し整理しておくことが大切であるとし、前会合のレポートが

今後の活動を検討する際のガイドラインとなると述べた。また、今後の SG6 の重要課題

はグローバルプラットフォームとマルチチャンネル音声であり、グローバルプラット

フォームについては今後の情報社会の基幹となるであろうことを、マルチチャンネル音声

についてはコンパクトな音響デバイスの普及により聴取習慣が大きく変わるであろうこと

を理由にあげた。最後に、これらの課題に対して WP6C だけでなく WP6A や WP6B も積

極的に関わることで、新しいテレビの時代を切り拓いて欲しいと述べた。 

次に、SG6 議長は放送業務の将来について意見を述べた。まず、SG6 は多くの成果を挙

げてきたが、Rancy 氏が述べたとおり ICT を始めとする情報社会は急速に発展しており、

これは放送業界も例外ではなく、新たな技術の導入によりユーザーは好みのコンテンツを

様々な伝送手段やデバイスで視聴していると述べた。続けて、我々は、高品位な放送コン

テンツが効果的かつ効率的に制作され、エンドユーザーまで届けるための研究を進める必

要があると述べ、地上放送に関する課題として次の 3 点をあげた。 
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1） 地上放送システム 
現行の放送方式は伝送容量に制限があるため UHDTV や 3DTV の配信は困難であ

り、また放送方式も 5 種類存在するため国や地域によって方式が異なる。そこ

で、世界標準となる高度な地上放送方式を新たに研究すべきである。 
2） 他業務からの保護 

新たな無線サービスやアプリケーションは、周波数の追加を強く要求している。

他業務からの干渉リスクが高まる中、放送業務を保護する観点から、適切な条件

や基準を継続して提供すべきである。 
3） 周波数の活用 

放送業務に分配されている周波数帯域が新たなアプリケーションの適用に十分で

あるか検討が必要である。帯域不足を理由に新たなアプリケーションが適用でき

ないことは非常に残念なことである。IMT は新たな周波数の確保に向けて動いて

いる。地上放送も新たな放送方式と新たな帯域の確保を検討すべきである。 

結論として、SG6 は放送サービスの標準化を継続して主導していく必要があり、全ての

メンバーが放送の将来的発展および成功に向けた議論を重ね、SG6 の活動に貢献して欲し

いと述べた。 

上記のコメントに対して、Bunch 氏(オーストラリア)は、SG6 議長や名誉議長のアドバ

イスを失わないよう、次会合の Information Note として各 WP サイトに掲載して欲しいと

述べた。 

最後に Arasteh 氏(イラン)が、Krivosheev 氏のコメントに対して、研究課題が存在する課

題もあれば存在しない課題もあると述べ、新たな研究課題の必要性を検討するために、

Bunch 氏が提案した Note として掲載するのではなく、SG6 の戦略を次会合の冒頭で提示

して各 WP からのフィードバックを求めてはどうかと述べた。また、モバイル業界と競争

するだけでなく、協力しながら社会貢献していくためには周波数を有効利用することが重

要であるとし、SG6 議長よりそのガイドラインを提示してもらえれば、今後の戦略を策定

することが出来るのではないかと述べた。 
 

3.2 議事次第の承認 

SG6 議長は、議事次第(Doc.6/ADM/2)と詳細なタイムテーブル(Doc.6/ADM/3)を用意して

いることを説明した。 

ドイツが Doc.6/462 の記載が抜けていることを指摘し、タイムテーブルの議題 8.2 に追

加することで議事次第が承認された。 
   

3.3 各 WP 議長の指名 

SG6 議長は、WP6A 議長として Nafez 氏(イラン)、WP6C 議長として Quested 氏(BBC)を
指名(Doc.6/5)し、拍手で承認された。なお、WP6B 議長については次会合までに候補を確

定したいと述べた。 
 
3.4 会議進行に関する連絡 

カウンセラが、知的財産に関する情報の共有と「INFORMATION FOR PARTICIPANTS」
による事務連絡を行った(Doc.6/INFO/1)。 
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3.5 前回会合議事録の承認 

前 SG6 議長の Dosch 氏が、昨年 7 月に開催した前会合のレポート(Doc.6/463)を説明

し、これまで支えてくれた Krivosheev 氏や各 WP 議長(Olson 氏、西田氏、Wood 氏)、SG6
運営委員会、カウンセラに感謝の意を示した。 

Noted とされた。 
 

3.6 RA-15、WRC-15、CPM19-1 の結果 

SG6 議長が、SG の構成や SG6 の所掌は前研究会期と変わっていないことを説明した

(Doc.6/1)。SG6 に関わる全ての研究課題が RA-15 で承認されたことを伝えた他、ITU-R 決

議 1-7 の改訂内容は重要であるため、各自が確認するよう述べた。 
 

3.7 各 WP の会合報告、出力文書審議 

カウンセラは Common Patent Policy for ITU-T/ITU-R/ISO/IEC について説明し、本会合で

審議される勧告案のうち、全体的または部分的に特許に触れているものがあれば申告して

ほしいと述べた。また、2015 年に改訂された文書がウェブサイトで閲覧可能であると案

内した。 
 

3.7.1 WP 6A 報告概要  

3.7.1.1 Report of the Chairman of WP 6A 
 Doc.6/27 (Chairman, WP6A) Executive report of the meeting of Working Party 6A (Geneva, 25 

January - 3 February 2016) 

「WP6A の報告」 

WP6A 議長は、4 回のプレナリー会合を開催し 52 件の入力文書を審議した結果、24 件

の出力文書を作成したことを報告した。また、SG6 へ提出している文書は 10 件あり、研

究課題改訂案 1 件、勧告改訂案 2 件、レポート改訂案 5 件、新レポート案 1 件、ラポータ

の移動提案 1 件であると説明した。続いて、WP6A の副議長として Sami 氏(EBU)、Olson
氏(アメリカ)、Bunch 氏(オーストラリア)、Lazzarini 氏(バチカン)、Song 氏(中国)、
Hemingway 氏(BBC)を推薦したいと述べ、拍手で承認された。 

続いて、WP6A 議長は SG6 の Summary records に反映してほしい内容として次の 2 点を

報告した。1 点目はハンドブック「地上デジタル放送とマルチメディア放送の実用化」を

完成させるためにコレスポンデンスグループを設置したので、番組制作に関係する内容に

ついて WP6B および WP6C の専門家に協力を依頼したいということ、2 点目は FM 放送の

マルチプレクス電力に関するラポータグループ(RG11)において、より多くの調査結果を集

めるため測定キャンペーンを実施するので各メンバーにも参加してほしいということであ

る。測定キャンペーンについて、局長から全 ITU メンバーへの周知を希望するかどうか

カウンセラが確認したところ、WP6A 議長はお願いすると回答した。 
 

3.7.1.2 Draft new or revised Recommendations to be approved according to § A2.6.2 of 
Resolution ITU R 1-7 by: Simultaneous adoption and approval by correspondence (§ A2.6.2.4): 
PSAA 
 Doc.6/24 (WP6A) Draft revision of Recommendation ITU-R BT.1206-2 - Spectrum limit 

masks for digital terrestrial television broadcasting 



 9 

勧告 BT.1206-2 改訂案「地上デジタル放送のスペクトラム制限マスク」 

地上デジタル放送のスペクトラムマスクを規定する勧告 BT.1206 に、DVB-T(6MHz 幅)
のスペクトラムマスクを追加する勧告改訂案である。 

カウンセラが、回章には改訂概要を簡潔にして記載しても良いか確認し、SG6 議長は了

承した。 

仮採択された（PSAA）。 
 

3.7.1.3 Draft new or revised Recommendations to be approved according to § A2.6.2 of 
Resolution ITU R 1-7 by: Adoption (§ A2.6.2.2) and approval (§ A2.6.2.3): Normal 
 Doc.6/20 (WP6A) Draft revision of Recommendation ITU-R BT.2036 - Characteristics of a 

reference receiving system for frequency planning of digital terrestrial television systems 

勧告 BT.2036 改訂案「地上デジタル放送の周波数プランニング用標準受信システムの特

性」 

地上デジタル放送の周波数プランニング用標準受信システムの特性を規定する勧告

BT.2036 に、ATSC 受信機に関する複数の隣接チャンネルからの干渉特性の実験結果を追

加する勧告改訂案である。 
アメリカが、文中の表に記載されている値のいくつかに懸念があるが、勧告改訂案の採

択・承認手続きを PSAA ではなく Normal Procedure とすれば、手続き期間中に確認するこ

とで懸念を解決できるかもしれないと述べたため、承認手続きを Normal Procedure とする

ことに合意した。 

仮採択された（Normal）。 
 

3.7.1.4 Draft new or revised Questions 
 Doc.6/18 (WP6A) Draft revision of Question ITU-R 56-1/6 - Characteristics of terrestrial 

digital sound broadcasting systems for reception by vehicular, portable and fixed receivers 

研究課題 56-1/6 改訂案「車載、携帯又は固定受信向けの地上デジタル音声放送システム

の特性」 

車載、携帯又は固定受信向けの地上デジタル音声放送システムの特性に関する研究課題

56-1/6 の改訂提案である。 

アメリカが、recognizing b)は 1 つの方式、1 つの国または地域にのみ言及しているた

め、ITU の文書として適切ではないと指摘し、recognizing b)の削除を提案した。これに対

してイランは、recognizing に記載するべき内容ではないと同意した。またイギリスは、イ

ランに同意した上で considering に記載することを提案した。アメリカは 1 つのシステム

にのみ言及している点が問題であり、一般的な表現にすべきと述べた。 

コーヒーブレイク中に関係者間で協議した結果、recognizing b)に記載していた CEPT の

レポート名をシステム名から会議名(the CEPT Wiesbadden 1995)と修正したうえで、

recognizing b)は削除し noting に記載することで合意した。また、ドイツは decides の 9 と

14 が同じ内容であるとして 14 の削除を提案し、異論なく合意した。 

採択された（郵便投票による承認手続き）。 
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なお、研究課題の採択・承認手続きに関して、ドイツは PSAA が適用可能なのか、通常

の採択・承認の 2 段階手続きとなるのか質問をした。これに対してカウンセラは、改訂さ

れた決議 1-7 の規定によると SG は研究課題を採択することができ、その後、加盟国によ

る承認手続きを行うだけであるため 2 か月で手続きが完了すると説明した。 

さらにドイツは、勧告の場合は PSAA の適用を基本とし、例外的に採択と承認を 2 段階

で行っているが、研究課題の場合は PSAA を基本とするのか質問をした。カウンセラは、

勧告の場合は PSAA または 2 段階手続きを適用することを SG で合意するだけだが、研究

課題の場合は SG 会合で採択したので、残る手続きは承認手続きのみとなると説明した。

続けて、勧告を SG 会合で採択するためには 4 週間以上前に SG に提出する必要がある

が、SG6 会合は WP 会合直後に開催しているため採択ができず、会合後に郵便投票による

PSAA を適用していると述べ、勧告の PSAA も研究課題の承認手続きも 2 か月で手続きが

終了する点は同じであると説明した。 

 

3.7.1.5 Draft new or revised Reports and Handbooks 
 Doc.6/17 (WP6A) Draft revision to Report ITU-R BT.2343-0 - Collection of field trials of 

UHDTV over DTT networks 

レポート BT.2343-0 改訂案「DTT ネットワークにおける UHDTV の野外実験の収集」 

各国の UHDTV 地上波野外伝送実験結果をまとめたレポートに、日本で実施した SFN
を用いた 8K 地上波野外伝送実験結果を追加するレポート改訂案である。 

承認された。 
 
 Doc.6/21 (WP6A) Draft revision of Report ITU-R BT.2215-5 - Measurements of protection 

ratios and overload thresholds for broadcast TV receivers 

レポート BT.2215-5 改訂案「テレビ受信機の混信保護比と過入力閾値レベルの測定」 

テレビ受信機の混信保護比と過入力閾値レベルの測定結果をまとめたレポート BT.2215
に、LTE 基地局からの隣接チャンネル干渉下における ATSC 受信機の特性を追加するレ

ポート改訂案である。 

承認された。 
 
 Doc.6/22 (WP6A) Draft revision of Report ITU-R BT.2252 - Objective quality coverage 

assessment of digital terrestrial television broadcasting signals of Systems A, B and D 

レポート BT.2252 改訂案「システム A、B および D の地上デジタル放送信号に関する客

観的なカバレッジ品質評価」 

地上デジタル放送のシステム A および B の信号に関する客観的なカバレッジ品質評価

に関する基本的な情報が記載されているレポートに、システム D(DTMB)の情報を追加す

るレポート改訂案である。 

承認された。 
 
 Doc.6/23 (WP6A) Draft new Report ITU-R BT.[DTTBMEASUREMENT] - Guidelines on 

measurements for digital terrestrial television broadcasting systems 

新レポート案「地上デジタル放送の測定に関するガイドライン」 
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地上デジタルテレビジョン放送の測定ガイドラインを記載した新レポート案である。 

アメリカは introduction の英文表現を改善すべきと指摘し、今会合での承認には反対し

ないが次会合でエディトリアルな作業が必要であると述べた。 

承認された。 
 
 Doc.6/25 (WP6A) Draft revision of Report ITU-R BS.2213 - Impact of audio signal 

processing and compression technique son terrestrial FM sound broadcasting emissions at 
VHF 

レポート BS.2213 改訂案「VHF の FM 音声放送における信号処理と圧縮技術の影響」 

VHF の FM 音声放送における信号処理と圧縮技術の影響をまとめたレポートに、ドイ

ツでの測定結果を Annex 3 として追加するレポート改訂案である。 

WP6A 議長は、今会合の冒頭でアナウンスした測定キャンペーンによって新しい情報が

得られた際には、このレポートを改訂していくと述べた。その他、ITU-R の website 上の

レポートタイトルが誤っていることが指摘された。 

承認された。 
 
 Doc.6/26 Rev.1 (WP6A) Draft revision of Report ITU-R BT.2344 - Information on technical 

parameters, operational characteristics and deployment scenarios of SAB/SAP as utilized in 
broadcasting 

レポート BT.2344 改訂案「放送で利用される SAB/SAP の技術的なパラメータ、運用上

の特性および展開シナリオ」 

放送で利用される SAB/SAP(放送補助業務/番組制作補助業務)の技術的なパラメータ、

運用上の特性および展開シナリオをまとめたレポートに、日本の 120GHz 帯 FPU の情報

を追加するレポート改訂案である。 

承認された。 

 

3.7.1.6 Other contributions 
 Doc.6/19 (WP6A) Proposed transfer of Rapporteur from Study Group 6 to Working Party 6A 

「電力線通信(PLT)に関するラポータの SG6 から WP6A への移管」提案 

これまで SG6 のラポータとして活動してきた PLT に関するラポータを WP6A のラポー

タとし、あわせて担当事項を広げる提案である。 

SG6 議長はラポータの Shaw 氏(BBC)に対して、これまで継続的に SG6 へ寄与してきた

ことへお礼を述べた。 

承認された。 

 

WP6A からの入力文書の審議終了後、WP6A 議長は SWG 議長を務めた Sami 氏(EBU)、
Hemingway 氏(BBC)、Bunch 氏(オーストラリア)、Lazzarini 氏(バチカン)、参加者、SG6 議

長、カウンセラへの謝辞を述べた。 

SG6 議長は、WP6A 議長および WP6A の議論に参加した全員への謝辞を述べ拍手を

送った。 
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3.7.2 WP 6B 報告概要 

3.7.2.1 Report of the Chairman of WP 6B 
 Doc.6/28 Rev.1 (Chairman, WP6B) Executive Report of the meeting of Working Party 6B 

(Geneva, 25 - 28 January 2016) 

「WP6B の報告」 

WP6B 臨時議長は、前研究会期に提出された文書を含む約 40 件の入力文書を審議した

結果、5 件の文書を SG6 に提出し、11 件の文書を議長レポート添付として継続審議とし

たと報告した。続けて、今会合ではグローバルプラットフォームと音声ファイル形式につ

いて活発に議論したと述べた。グローバルプラットフォームについては、WP6A や WP6C
から寄与がなかったこともあり前会合から進展がなかったと報告し、ITU-T SG16、WP6A
および WP6C からの積極的な寄与をお願いしたいと述べた。また、音声ファイル形式

（正しくは音声メタデータ）については 2 つの方式が提案されているが、エンドユーザー

としては 1 つの方式に統一してほしいとの強い表明があり、ラポータグループで 2 つの

ファイル形式を 1 つにまとめる検討がなされる予定であると報告した。また、ファイル交

換用の音声ファイル形式として BWF を拡張した BW64 が開発されたが、リアルタイム配

信にも適用できる提案が出されたことで別の提案方式との棲み分けがなくなり、合意点を

見つけることが更に難しくなったため、次会合で問題解決に繋がる寄与をお願いしたいと

述べた。 

最後に、WP6B が所掌する勧告、レポート、研究課題の維持管理方法や審議体制につい

て、新研究会期を迎えて改めて検討すべきであるが、自身が今会合だけの臨時議長である

ことから、新議長のもとで検討するのが適当と考え、今回は行っていないと報告した。 
 
3.7.2.2 Draft new or revised Recommendations to be approved according to § A2.6.2 of 
Resolution ITU R 1-7 by: Simultaneous adoption and approval by correspondence (§ A2.6.2.4): 
PSAA 
 Doc.6/12 (WP6B) Draft new Recommendation ITU-R BS.[ADM-DEFs] - Common 

definitions for the Audio Definition Model 

新勧告案「音響定義モデルのための共通定義」 

勧告 BS.2076 の音響定義モデル(ADM)を用いた音声チャンネルとチャンネル構成のため

の共通定義を規定する新勧告案であり、先進的音響システムの勧告 BS.2071 と 5.1ch 音響

システムの勧告 BS.775 に規定されたチャンネル構成を含んでいる。 

P.10 の表内に残っていたコメントを削除し、LFE2 を LFE 1 & 2 に変更した。 

仮採択された（PSAA）。 
 
3.7.2.3 Draft new or revised Recommendations to be approved according to § A2.6.2 of 
Resolution ITU R 1-7 by: Editorial amendments (§ A2.6.2.5) 
 Doc.6/11 (WP6B) Draft editorial revision of Recommendation ITU-R BS.2088-0 - Long-form 

file format for the international exchange of audio programme materials with metadata 
勧告 BS.2088-0 エディトリアル改訂案「メタデータ付き音声番組の国際番組交換のため

の長形式音声ファイル形式」 
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勧告 BS.2088 に記載されたリファレンス ID の一部修正と Reference に新勧告案「音響定

義モデルのための共通定義」(Doc.6/12)を追加するエディトリアル勧告改訂案である。 

新勧告案「音響定義モデルのための共通定義」が承認された段階で、エディトリアル勧

告改訂案として承認された内容が有効になることが確認された。 

承認された。 
 

 Doc.6/15 (WP6B) Draft editorial revision of Recommendation ITU-R BT.2075-0 - Integrated 
broadcast-broadband system 

勧告 BT.2075-0 エディトリアル改訂案「放送通信連携システム」 

勧告 BT.2075 が規定する放送通信連携システムの 1 つである HbbTV 2.0 システムが参照

する規格が ESTI 規格になったことから、その規格番号や URL を変更するエディトリアル

勧告改訂案である。 

承認された。 
 

3.7.2.4 Draft new or revised Reports and Handbooks 
 Doc.6/10 (WP6B) Draft revision of the Report ITU-R BT.2049-6 - Broadcasting of multimedia 

and data applications for mobile reception 

レポート BT.2049-6 改訂案「移動受信のためのマルチメディア放送」 

Annex 5 に記載されたロシアのマルチメディアシステム RAVIS の情報を更新するレポー

ト改訂案である。 

承認された。 
 

 Doc.6/13 (WP6B) Draft revision of Report ITU-R BS.2388 - Usage guidelines for the Audio 
Definition Model and Multichannel Audio Files 

レポート BS.2388 改訂案「音響定義モデルとマルチチャンネル音声ファイルの使用ガイ

ドライン」 

“Transformation/Scene-based”の表記を“Scene-based”に変更するほか、識別子の使用ガイ

ドラインに関する情報追加、識別子の訂正、参照文書への新勧告案「音響定義モデルのた

めの共通定義」(Doc.6/12)の追加等を提案するレポート改訂案である 

新勧告案「音響定義モデルのための共通定義」が承認された段階で、レポート改訂案の

内容が現行版として Web 上に電子発行されることが確認された。 

承認された。 
 

3.7.2.5 Other Contributions 
 Doc.6/466 (ITU-T SG 16) Liaison statement on participation of ITU-T Study Group 16 in 

IRG-IBB (ITU-R SG 6-LS21) 

「IRG-IBB における ITU-T G16 の参加に関するリエゾン文書」 

IRG-IBB に ITU-T SG16 が参加することになり、Moreno 氏(ブラジル)を代表者としたこ

と、ITU-T 研究課題 13/16 が積極的に寄与していくことを記載したリエゾン文書である。 

WP6B 臨時議長が WP6B で審議しリエゾン文書を送付した旨を説明した。 
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Noted とされた。 

 

 Doc.6/467 (ITU-T SG 16) Liaison statement on global platform for the broadcasting service 

「放送サービスのためのグルーバルプラットフォームに関するリエゾン文書」 

ITU-T SG16 がグローバルプラットフォームに関する研究に関心を持っていることを伝

えるリエゾン文書である。 

WP6B で審議済みである。 

Noted とされた。 

 

 Doc.6/468 (ITU-T SG16) Liaison statement on participation of ITU-T Study Group 16 in IRG-
IBB (COM 9-LS110) 

「IRG-IBB における ITU-T G16 の参加に関するリエゾン文書」 

Doc.6/466 と同じ内容に見える文書であり、WP6B で審議済みである。 

Noted とされた。 
 

WP6B からの入力文書の審議終了後、WP6B 臨時議長は SWG 議長を務めた青木氏(日
本)、武智氏(日本)、FÜG 氏(ドイツ)、審議に寄与した参加者、カウンセラや事務局スタッ

フへの感謝の言葉を述べた。 

SG6 議長は、今会合での WP6B から SG6 への入力文書は少ないが、4 日間、熱心に議

論し、重要で難しい課題であるグローバルプラットフォームや音声メタデータに取り組ん

だと認識しており、今後も WP6B が所掌する重要な研究テーマに継続して取り組んでも

らいたいと述べ、WP6B 臨時議長と参加者に拍手を送った。 

 

3.7.3 WP 6C 報告概要 

3.7.3.1 Report of the Chairman of WP 6C 
 Doc.6/36 (Chairman, WP6C) Executive Report of the meeting of Working Party 6C (29 

January - 4 February 2016) 

「WP6C の報告」 

WP6C 議長は、80 件の入力文書を審議したこと、そのうちの 24 件が 1 つのトピックに

関するものであり、その出力文書を完成させたことを報告した。また、暫定副議長として

活動した清水氏(日本)、Crum 氏(Dolby)、Dare 氏(SONY)に対して謝辞を述べたうえで、正

式な副議長として推薦し、拍手で承認された。 
 

3.7.3.2 Draft new or revised Recommendations to be approved according to § A2.6.2 of 
Resolution ITU R 1-7 by: Simultaneous adoption and approval by correspondence (§ A2.6.2.4): 
PSAA 
 Doc.6/32 Rev.1 (WP6C) Draft revision of Recommendation ITU-R BS.1738-1 - Identification 

and ordering of 4 and 8 track audio channels carried on international contribution circuits 

勧告 BS.1738-1 改訂案「国際素材伝送回線における 4 および 8 トラックの音声チャンネ

ルの割付」 
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勧告 BR.1384 の廃止提案に関連し、主に勧告 BR.1384 に記載されている 5.1ch のチャン

ネル割付を転記する勧告改訂案である。 

イタリアが、本勧告改訂案は勧告 BR.1384 の一部の表を転記する提案なのでエディトリ

アル改訂案として扱えないかと提案し、これに対する異論はなくエディトリアル改訂案と

することに合意した。 

また、日本が、勧告 BR.1384 の廃止提案の承認を待たずに ITU-R のホームページに改

訂内容が反映されるのか質問したところ、SG6 議長は関連する勧告の廃止手続きを待つ必

要はないと述べたうえでカウンセラ確認を求め、カウンセラも同意した。 

エディトリアル改訂案として承認された。 

 

 Doc.6/33 (WP6C) Draft new Recommendation ITU-R BT.[EVP] - Subjective assessment of 
video quality using Expert Viewing Protocol (EVP) 

新勧告案「専門家による映像品質の主観評価法」 

非専門家を含めて行われる主観画質評価実験とは異なり、少人数・短時間での評価実験

を実現する主観画質評価法を規定する新勧告案である。 

フランスは、主観評価と客観評価の結果を関連付ける方法があるのかと質問し、SG6 議

長は、これまでも ITU-T SG9 や SG12 などと協力して客観評価法の研究を進めてきたと回

答した。また、WP6C 議長は勧告 BT.500 の主要な手法を通じて得られる手法の 1 つであ

り、評価が可能な手段であると補足した。 

仮採択された（PSAA）。 
 

3.7.3.3 Draft new or revised Recommendations to be approved according to § A2.6.2 of 
Resolution ITU R 1-7 by: Adoption (§ A2.6.2.2) and approval (§ A2.6.2.3): Normal 
 Doc.6/39 (WP6C) Draft new Recommendation ITU-R BT.[HDR-TV] - Image parameter 

values for high dynamic range television for use in production and international programme 
exchange 

新勧告案「制作および国際的な番組交換のために使用する高ダイナミックレンジテレビ

の映像パラメータ値」 

高ダイナミックレンジテレビ(HDR-TV)用の映像パラメータ値を規定する新勧告案であ

る。WP6C での審議の結果、脚注として以下の文章が記載されている。 

The Administrations of France and the Netherlands have expressed concerns regarding the 
characteristics and performance of HDR-TV.  Further studies are needed and may lead to a 
revision of this Recommendation, as appropriate, under the terms of Resolution ITU-R 1-7 

SG6 議長は、ドラフティングに多くの時間を費やし、重要な勧告案であると述べた。

SG6 の審議では特段の意見はなく、イタリアが WP6C 会合の成果と WP6C 議長への賛辞

を述べたところ、全参加者から WP6C 議長へ拍手が送られた。 

仮採択された(Normal)。 
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3.7.3.4 Draft new or revised Recommendations to be approved according to § A2.6.2 of 
Resolution ITU R 1-7 by: Editorial amendments (§ A2.6.2.5) 
 Doc.6/30 (WP6C) Draft editorial revision of Recommendation ITU-R BS.1770-4 - Algorithms 

to measure audio programme loudness and true-peak audio level 

勧告 BS.1770-4 エディトリアル改訂案「番組音声のラウドネス値と真ピークレベルの測

定アルゴリズム」 

スピーカー配置の図を 5.1ch のスタジオ規格を規定する勧告 BS.775 の表記に統一する

エディトリアル勧告改訂案である。 

承認された。 
 

 Doc.6/31 (WP6C) Draft editorial revision of Recommendation ITU-R BS.1864-0 - Operational 
practices for loudness in the international exchange of digital television programmes 

勧告 BS.1864-0 エディトリアル改訂案「デジタルテレビ番組の国際交換におけるラウド

ネスの運用規定」 

前会合で勧告 BS.1770 に 5.1ch を超えるラウドネス測定アルゴリズムを Annex 3 として

追加したことを受けて、勧告 BS.1770 を参照している勧告 BS.1864 の参照先を修正するエ

ディトリアル勧告改訂案である。 

承認された。 
 

 Doc.6/34 (WP6C) Draft editorial revision of Recommendation ITU-R BS.2051 - Advanced 
sound system for programme production 

勧告 BT.2051 エディトリアル改訂案「番組制作のための先進的音響システム」 

スピーカー配置の角度表記を±に統一するほか、UH+180 のスピーカーラベルの追加、

min・max の表記を range に統一するエディトリアル勧告改訂案である。 

承認された。 
 

3.7.3.5 Draft new or revised Recommendations to be approved according to § A2.6.2 of 
Resolution ITU R 1-7 by: Compliance with Common Patent Policy (if required) 
 Doc.6/16 (Director, BR) Preliminary draft new Recommendation ITU-R BT.[HDR-TV] - 

Parameter values for high dynamic range television systems for production and international 
programme exchange 

Dolby から提出された HDR-TV の新勧告案に関連する特許声明であり、勧告が承認され

ると全ての人がその特許情報を無料で利用できるというものである。 

カウンセラが概要を説明したところ、アメリカがこれまでも特許声明が提出されてきた

が、SG の新しいポリシーとしてこのような入力文書として公表する手続きを踏むことに

なったのか確認を求めた。これに対してカウンセラは、今後は手続きの透明性が求めら

れ、より重要となるため、不都合がなければ今後もこのやり方が続くと思うと述べた。 

なお、2 年前に BBC から提出された特許声明も同様の手続きが取られており、少なく

とも 2 年前からこの手続きが始まっている。 

Noted とされた。 
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3.7.3.6 Suppression of ITU-R Texts 
 Doc.6/29 (WP6C) Proposed suppression of Recommendation ITU-R BR.1384-2 - Parameters 

for international exchange of multi-channel sound recordings with or without accompanying 
picture 

勧告 BR.1384-2 廃止提案「映像付き・なしのマルチチャンネル音声記録形式の国際番組

交換におけるパラメータ」 

合意された（郵便投票による承認手続き）。 
 

3.7.3.5 Draft new or revised Questions  
 Doc.6/35 (WP6C) Draft revision to Question ITU-R 142/6 - High dynamic range television 

systems for broadcasting 

研究課題 142/6 改訂案「放送のための高ダイナミックレンジテレビシステム」 

HDR-TV に関する研究課題の改訂案である。 

イランが本改訂案の背景を質問したところ、WP6C 議長が研究課題の残事項を含んでい

ることやマイグレーションをカバーする改訂であると回答した。 

採択された（郵便投票による承認手続き）。 

 

3.7.3.6 Draft new or revised Reports and Handbooks 
 Doc.6/40 (WP6C) Draft new Report ITU-R BT.[RPTHDR-TV] - High dynamic range 

television for production and international programme exchange 

新レポート案「制作および国際的な番組交換のための高ダイナミックレンジテレビ」 

高ダイナミックレンジテレビ(HDR-TV)の新勧告案の技術的背景を記載した新レポート

案である。 

SG6 議長は、HDR を理解するにあたり良いレポートであると説明した。 

承認された。 

HDR-TV の新勧告案の仮採択に続き本レポートが承認されたことを受けて、ドイツはプ

レスリリースをしてはどうかと提案したが、新勧告案には脚注が付いていて承認手続きが

残っていることなどから、WP6C 議長は周囲の同意を得ながら慎重に行いたいと述べた。 
 

3.7.3.7 Other contributions 
 Doc.6/465 (ITU-T SG 16) Liaison statement on extended image dynamic range for television 

(EIDRTV) 

「ITU-T SG16 による EIDRTV に関するリエゾン文書」 

SG6 で HDR-TV に関して議論されていることを ITU-T SG16 に周知したリエゾン文書

(Doc.6/368)に対する返書として、ITU-T SG16 で HDR-TV の圧縮に関する作業が進行して

いることを伝えるリエゾン文書である。WP6C で審議済みである。 

Noted とされた。 
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 Doc.6/37 (WP6C) Draft liaison to ITU-T SG 16 (Q 6/16) (VCEG) and ISO/IEC 
JTC1/SC29/WG11 (MPEG) - High dynamic range television [HDR-TV] 

「HDR-TV に関する ITU-T SG16(Q6/16)(VCEG)、ISO/IEC JTC1/SC29/WG11(MPEG)への

リエゾン文書案」 

 Doc.6/38 (WP6C) Draft liaison to ITU-R WP 6A, WP 6B and ITU T SG9 - High dynamic 
range television [HDR-TV] 

「HDR-TV に関する ITU-R WP6A、WP6B、ITU-T SG9 へのリエゾン文書案」 

Doc.6/37 は情報を求めるリエゾン文書、Doc.6/38 は情報を伝えるリエゾン文書である。 

SG6 議長は、Doc./37 は情報源符号化を担当しているグループに宛てたもので、

Doc.6/38 は一般的な文書であると補足した。いずれも WP6C から送付される。 

Noted とされた。 

 

フランスは HDR-TV の新勧告案について、昨日の WP6C プレナリーで意見し、新勧告

案に脚注を追記したことを述べた。また、今後、WP6C は脚注を取り除くための努力をす

べきであり、RG の所掌事項にもその旨を加えたと説明し、議事録への反映を求めた。

SG6 議長もフランスに同意し、今後やるべき事は沢山あると述べた。 

ITU-R メンバー以外の標準化団体に今回の新勧告案や新レポートを提供することの是非

について議論があった。外部から BR 局長に要請があれば、SG6 議長と協議した上で提供

可能であることを確認した。 

WP6C からの入力文書の審議終了後、WP6C 議長は SWG 議長及び全員のハードワーク

に対する謝意を示し、議長レポートには 12 件の文書が添付されると述べた。また、新た

に 2 つのラポータグループが立ち上がり、RG24（HDR-TV 関連）を含む 6 つのラポータ

グループが更新もしくはそのまま継続されること、2 つのセクタ間ラポータグループに関

しては、今会合の後に各議長と継続するかどうかを議論すると説明した。 

SG6 議長は、WP6C 議長の強いリーダーシップと顕著な成果を賞賛した。また、次会合

で HDR-TV の残課題を解決することを希望し、その為には作業の継続が必要であると述

べた。 

 

3.8 その他の文書 

3.8.1 Report of Rapporteur on PLT 
 Doc.6/7 (SG6 Rapp. on PLT Issues) Report on recent developments concerning PLT and wired 

telecommunication systems (Question ITU-R 221/1) 

「PLT と有線電気通信システムに関する最新動向のレポート」 

ラポータの Shaw 氏（BBC）が PLT に関するラポータの活動を報告した。 

オーストラリアは、このラポータ報告を国内の会議で配布して活用しており、他国の国

内標準化団体においても同様ではないかと述べ、ラポータに賛辞を送った。 

Noted とされた。 
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3.8.2 Report of the Rapporteur on Terminology 
 Doc.6/6 (SG 6 Rapp. on Terminology) Report of the Rapporteur on Terminology 
「用語に関するラポータ報告」 

SG 議長は Giudici 氏がラポータとなっていることを紹介した。 

Noted とされた。 

 

3.8.3 Other contributions 
 Doc.6/9 (NABA) Activating radio chips in smartphones: a proposed ITU Study 

「ITU 活動提案：スマートフォン内のラジオチップの有効化」 

スマートフォンが内蔵するラジオチップ(FM、DAB、DAB＋、DMB)の有効化に関する

研究のタスクフォースを SG6 に設置するという NABA の提案である。 

オーストラリアは、この提案は IEC に入力すべきものであり SG6 が検討する必要はな

いと述べた。ドイツ、イギリスもオーストラリアに同意し SG6 の所掌外であると述べ

た。 

SG6 議長は、将来 SG6 で活動可能な提案があれば検討するが、この入力文書の提案は

SG6 の所掌外であるため、提案者が望むなら IEC や他の適切な国内団体に提案してはどう

かと述べた。 

Noted とされた。 
 

3.9 他の SG、国際機関とのリエゾン  

 Doc.6/462(IRG-AVA) Liaison statement to ITU-R SG 5 and 5D (Copy for information to ITU-
R SG 6 and ITU-T SG 9 and SG 16) 

「IRG-AVA から ITU-R SG5 と WP5D へのリエゾン文書」 

Noted とされた。 

 
 Doc.6/464 (WP5C) Reply liaison statement to ITU-T Study Group 15 and ITU-R Working 

Party 5D (copy to ITU-R Working Parties 5A and 5B, Study Groups 6 and 7, ITU-D Study 
Group 1, 3GPP, MEF, and BBF for information) - Work on draft new Report ITU-R 
F.[FS.IMT/BB] 

「新レポート案 F[FS.IMT/BB]に関するリエゾン文書」 

IMT やモバイルブロードバンドの基地局網で用いる固定業務の特性に関する新レポート

案 ITU-R F.[FS.IMT/BB]について、WP5C から ITU-T SG15 と ITU-R WP5D に送付されたリ

エゾン返書で、SG6 には情報文書としてコピー送付されたものである。 

Noted とされた。 
 
 Doc.6/3 (ITU-T SG 16) Liaison statement on other newly completed work on accessibility 
「アクセサビリティ関連で新たに完成した文書についてのリエゾン文書」 

Joint ラポータグループ、Inter sector ラポータグループで AVA と呼ばれるラポータグ

ループの活動成果の報告である。 
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Noted とされた。 
 
 Doc.6/4 (ITU-T SG 20) Liaison statement on new ITU-T SG 20 
「新たな ITU-T SG20 に関するリエゾン文書」 

IoT を扱う ITU-T SG20 の新設に関するリエゾン文書である。 

SG 議長はグローバルプラットフォームに幾分関連すると説明した上で、リエゾンラ

ポータとして SG20 に出席し寄与できる人を選出して欲しいという SG20 からの依頼に対

し、引き受けたい人がいるか確認した。これに対してオーストラリアが、WP6B の IBB 関

連のトピックで審議していなければ、WP6B に送付してはどうかと述べた。 

WP6B へ送付することとなった。 
 

3.10 Status of texts 
 Doc.6/1 (Chairman, SG 6) Assignment of texts to the Study Group 6 Sub-Groups 
「SG6 の各 WP に割り当てられた文書一覧」 

SG6 議長は WP6A、6B、6C で全ての文書をレビューし、必要であればアップデート及

び削除あるいは改訂をしてほしいと述べた。 
 

3.11 閉会あいさつ 

オーストラリアは、第三地域の旧正月のお祝いを述べた。 

フランスは、新しい放送サービスのためには受信機が脆弱であってはならず、新しい技

術を開発する際には、視聴者に高品質を届ける過程で劣化しないようにする必要があり、

SG6 の 3 つの WP の結びつきの強化が必要だと述べた。さらに、高品質の番組を既存のイ

ンフラでは伝送できないため放送チェイン全体を見直す必要があり、その結果は一貫性の

あるものである必要があり、SG6 議長には WP 間の密接な連携も考慮に入れて SG6 を

リードして欲しいと述べた。 

フランスのコメントに対し SG6 議長はお礼を述べた後、放送業界が未来に向けて直面

している大変重要な課題の指摘とし、我々は密接な関係、協力体制を強化していく必要が

あると述べた。また、放送分野におけるイノベーションを考える必要があり、そのために

も各メンバーには SG6 の活動への寄与をお願いしたいと述べた。 

Araimi 氏(オマーン)は個人的に SG6 議長に感謝したいと述べ、自身が SG6 の新しい副

議長となった中で、今会合期間中の SG6 議長のリーダーシップがとても有益であり、SG6
の全てのメンバーへの感謝を述べた。 

Krivocheev 氏は、SG6 議長は初会合にして我々の期待に応えてくれたと述べた。また、

SG6 は幅広い研究課題を扱うことから、SG6 議長は非常に洗練され経験豊富でなければな

らない、一方で全グループに出向き、夜遅くまで会議をしなければならないと述べ、どれ

だけ大変な仕事で経験豊富でなければならないかを我々に示してくれたことが、今会合の

成功に繋がったと述べた。さらに各国は、SG6 が作成する文書の数ではなく SG6 の決断

を注視しており、どれだけの国々に対して放送の普及をアシストできるかということと、

将来像を示していくことが重要であると加えた。 

SG6 議長は Krivocheev 氏に対して謝辞を述べたあと、参加者全員の働きによって良い

結果に結びついたことを感謝した。今会合の結果は喜ばしいことだが、一方で将来に向け
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て多くの課題を解決しなければならないため、多くのメンバーからの寄与、将来の放送に

向けた各自のビジョンをシェアすることを期待すると述べ、閉会した。 
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表 1 日本代表団 SG6 会合参加者 

五十嵐 徹 総務省 情報流通行政局 放送技術課 国際係長 

甲斐 創 (一社)日本民間放送連盟 
(日本テレビ放送網株式会社 技術統括局技術開発部 主任) 

清水 勉 (一社)日本民間放送連盟 
(株式会社 TBS テレビ メディア戦略室 担当部長) 

白波瀬 武史 (一社)日本民間放送連盟 
(株式会社テレビ朝日 技術局設備センター マネジャー) 

武田 篤 
(一社)日本民間放送連盟 
(株式会社フジテレビジョン 総合技術局 IT 技術ｾﾝﾀｰﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術推進部 兼務 
技術ｾﾝﾀｰ技術開発部 部長職) 

西田 幸博 日本放送協会 放送技術研究所テレビ方式研究部 上級研究員 

根岸 聡 日本放送協会 技術局計画部 副部長 

津田 健吾 日本放送協会 技術局計画部 

緑川 均 日本放送協会 技術局計画部 

 

 

 

表 2 次回会合予定(Doc.6/2) 

 

2016 年 10 月期（予定） 

WP 6A 10/18 - 10/26 

WP 6B 10/24 - 10/27 

WP 6C 10/17 – 10/21 

SG 6 10/28 
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表 3 入力文書一覧(47 件) 
 入力文書 

番号(6/) 提出元 題  名 措 置 

1 462 IRG-AVA 
Liaison statement to ITU-R SG 5 and 5D (Copy for 
information to ITU-R SG 6 and ITU-T SG 9 and SG 
16) 

Noted 

2 463 Chairman, SG 6 
Summary record of the eighth meeting of 
Radiocommunication Study Group 6 (Geneva, 24 July 
2015) 

Noted 

3 464 WP 5C 

Reply liaison statement to ITU-T Study Group 15 and 
ITU-R Working Party 5D (copy to ITU-R Working 
Parties 5A and 5B, Study Groups 6 and 7, ITU-D 
Study Group 1, 3GPP, MEF, and BBF for information) 
- Work on draft new Report ITU-R F.[FS.IMT/BB] 

Noted 

4 465 ITU-T SG 16 Liaison statement on extended image dynamic range 
for television (EIDRTV) 

Noted 

5 466 ITU-T SG 16 Liaison statement on participation of ITU-T Study 
Group 16 in IRG-IBB (ITU-R SG 6-LS21) 

Note 

6 467 ITU-T SG 16 Liaison statement on global platform for the 
broadcasting service 

Noted 

7 468 ITU-T SG 16 Liaison statement on participation of ITU-T Study 
Group 16 in IRG-IBB (COM 9-LS110) 

Noted 

8 1 Chairman, SG 6 Assignment of texts to the Study Group 6 Sub-Groups ― 

9 2 SG 6 Documents to be carried over from the 2012-2015 
study period ― 

10 3 ITU-T SG 16 Liaison statement on other newly completed work on 
accessibility Noted 

11 4 ITU-T SG 20 Liaison statement on new ITU-T SG 20 W6B へ 
送付 

12 5 Chairman, SG 6 Proposed organization of the work of the Study Group 
6 承認 

13 6 
SG 6 Rapp. on 
Terminology Report of the Rapporteur on Terminology Noted 

14 7 
SG 6 Rapp. on PLT 
Issues 

Report on recent developments concerning PLT and 
wired telecommunication systems (Question ITU-R 
221/1) 

Noted 

15 8 Chairman, SG 6 Study Group 6 activities Noted 

16 9 

North American 
Broadcasters 
Association 
(NABA) 

Activating radio chips in smartphones: a proposed ITU 
Study Noted 

17 10 WP 6B 
Draft revision of the Report ITU-R BT.2049-6 - 
Broadcasting of multimedia and data applications for 
mobile reception 

承認 
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 入力文書 
番号(6/) 提出元 題  名 措 置 

18 11 WP 6B 

Draft editorial revision of Recommendation ITU-R 
BS.2088-0 - Long-form file format for the 
international exchange of audio programme materials 
with metadata 

承認 

19 12 WP 6B Draft new Recommendation ITU-R BS.[ADM-DEFs] - 
Common definitions for the Audio Definition Model PSAA 

20 13 WP 6B 
Draft revision of Report ITU-R BS.2388 - Usage 
guidelines for the Audio Definition Model and 
Multichannel Audio Files 

承認 

21 15 WP 6B Draft editorial revision of Recommendation ITU-R 
BT.2075-0 - Integrated broadcast-broadband system 承認 

22 16 Director, BR 

Preliminary draft new Recommendation ITU-R 
BT.[HDR-TV] - Parameter values for high dynamic 
range television systems for production and 
international programme exchange 

Noted 

23 17 WP 6A Draft revision to Report ITU-R BT.2343-0 - Collection 
of field trials of UHDTV over DTT networks 承認 

24 18 WP 6A 

Draft revision of Question ITU-R 56-1/6 - 
Characteristics of terrestrial digital sound broadcasting 
systems for reception by vehicular, portable and fixed 
receivers 

採択 

25 19 WP 6A Proposed transfer of Rapporteur from Study Group 6 
to Working Party 6A 承認 

26 20 WP 6A 

Draft revision of Recommendation ITU-R BT.2036 - 
Characteristics of a reference receiving system for 
frequency planning of digital terrestrial television 
systems 

Normal 

27 21 WP 6A 
Draft revision of Report ITU-R BT.2215-5 - 
Measurements of protection ratios and overload 
thresholds for broadcast TV receivers 

承認 

28 22 WP 6A 
Draft revision of Report ITU-R BT.2252 - Objective 
quality coverage assessment of digital terrestrial 
television broadcasting signals of Systems A, B and D 

承認 

29 23 WP 6A 

Draft new Report ITU-R 
BT.[DTTBMEASUREMENT] - Guidelines on 
measurements for digital terrestrial television 
broadcasting systems 

承認 

30 24 WP 6A 
Draft revision of Recommendation ITU-R BT.1206-2 - 
Spectrum limit masks for digital terrestrial television 
broadcasting 

PSAA 

31 25 WP 6A 
Draft revision of Report ITU-R BS.2213 - Impact of 
audio signal processing and compression technique son 
terrestrial FM sound broadcasting emissions at VHF 

承認 

32 26 Rev.1 WP 6A 
Draft revision of Report ITU-R BT.2344 - Information 
on technical parameters, operational characteristics and 
deployment scenarios of SAB/SAP as utilized in 

承認 

http://www.itu.int/md/meetingdoc.asp?lang=en&parent=R15-SG06-C&source=WP%206B
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 入力文書 
番号(6/) 提出元 題  名 措 置 

broadcasting 

33 27 Chairman, WP 6A Executive report of the meeting of Working Party 6A 
(Geneva, 25 January - 3 February 2016) Noted 

34 28 Rev.1 Chairman, WP 6B Executive Report of the meeting of Working Party 6B 
(Geneva, 25 - 28 January 2016) Noted 

35 29 WP 6C 

Proposed suppression of Recommendation ITU-R 
BR.1384-2 - Parameters for international exchange of 
multi-channel sound recordings with or without 
accompanying picture  

合意 

36 30 WP 6C 
Draft editorial revision of Recommendation ITU-R 
BS.1770-4 - Algorithms to measure audio programme 
loudness and true-peak audio level 

承認 

37 31 WP 6C 

Draft editorial revision of Recommendation ITU-R 
BS.1864-0 - Operational practices for loudness in the 
international exchange of digital television 
programmes 

承認 

38 32 Rev.1 WP 6C 
Draft revision of Recommendation ITU-R BS.1738-1 - 
Identification and ordering of 4 and 8 track audio 
channels carried on international contribution circuits 

承認 

39 33 WP 6C 
Draft new Recommendation ITU-R BT.[EVP] - 
Subjective assessment of video quality using Expert 
Viewing Protocol (EVP) 

PSAA 

40 34 WP 6C 
Draft editorial revision of Recommendation ITU-R 
BS.2051 - Advanced sound system for programme 
production 

承認 

41 35 WP 6C Draft revision to Question ITU-R 142/6 - High 
dynamic range television systems for broadcasting 採択 

42 36 Chairman, WP 6C Executive Report of the meeting of Working Party 6C 
(29 January - 4 February 2016) Noted 

43 37 WP 6C 
Draft liaison to ITU-T SG 16 (Q 6/16) (VCEG) and 
ISO/IEC JTC1/SC29/WG11 (MPEG) - High dynamic 
range television [HDR-TV] 

承認 

44 38 WP 6C Draft liaison to ITU-R WP 6A, WP 6B and ITU T SG9 
- High dynamic range television [HDR-TV] 承認 

45 39 WP 6C 

Draft new Recommendation ITU-R BT.[HDR-TV] - 
Image parameter values for high dynamic range 
television for use in production and international 
programme exchange 

Normal 

46 40 WP 6C 
Draft new Report ITU-R BT.[RPTHDR-TV] - High 
dynamic range television for production and 
international programme exchange 

承認 

47 41 
BR, Study Group 
Department List of documents issued (Documents 6/1 - 6/41) ― 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

http://www.itu.int/md/meetingdoc.asp?lang=en&parent=R15-SG06-C&source=Chairman,%20WP%206A
http://www.itu.int/md/meetingdoc.asp?lang=en&parent=R15-SG06-C&source=Chairman,%20WP%206B
http://www.itu.int/md/meetingdoc.asp?lang=en&parent=R15-SG06-C&source=WP%206C
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